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１．研究計画の概要 
 本研究では、輸送されてくる陸起源エアロ
ゾルに含まれる微量元素や微量有機物質の
海洋表層への沈着フラックスを実測とモデ
ルから見積り、海水成分、海洋生態系の変動
にどの程度寄与しているかを推定する。また、
高生物生産海域から海洋生物起源気体が大
気中に放出された後、海洋大気境界層内で生
成された、重量濃度は低いが、高い数粒子濃
度を持つ微小粒子を、個々にリアルタイムで
計測を行い、粗大粒子である海塩粒子ととも
に海洋起源エアロゾルの物理的・化学的特徴
と粒子化効率、生成フラックスを海域別に評
価することが目的である。 
 亜寒帯海域から放出された生物起源気体
は、海洋エアロゾル粒子の重要な起源であり、
中緯度海域にもその影響が及ぶことが明ら
かとなった。しかし、この海域は、降水や海
霧などで粒子は除去されやすい。一方、反応
性の高い生物起源気体の存在は、粒子化効率
を加速し、エアロゾル生成を促進する。粒子
生成後の放射強制力への寄与は、海洋生態系
グループとの連携で、生物優勢種の気体生成
効率や有機物分解を考慮した各海域での過
程を明らかにするものである。 
 
２．研究の進捗状況 
 反応性の高い気体測定、気体から粒子化の
過程を粒径、粒子数の物理計測、ATOFMS装
置による生成したナノ粒子の無機化学組成
測定、VOCから有機粒子組成の生成過程や分
布の測定に取組んだ。 
 初年度は装置の購入、改良、実稼働への準
備を進め、班員全員が沖縄辺戸岬集中観測と
白鳳丸研究航海での共同観測に参加した。 

 海洋大気中の測定のため、高感度マイクロ
フローアンモニア計を製作した。実大気中の
ガス態アンモニア濃度とエアロゾル態アン
モニウム濃度を交互に測定できるようにな
った。辺戸岬集中観測中、アンモニア濃度と
ガス-粒子形態比の時系列変化を観測すると
ともに、アンモニウムや硝酸、硫酸イオンな
どの粒径別濃度データを得た。 
 温度制御型シェルターへモニタリング型
SMPS(10～487 nm)を入れ、淡青丸航海、岩手
県大槌、「みらい」航海、辺戸岬集中観測で
粒径分布の無人自動測定に成功した。明確な
生物起源気体による新粒子生成は見られな
かったが、粒径分布のレベルを比較すること
ができた 
 エアロゾル飛行時間型質量計(ATOFMS)を
購入し、陸上で試験稼働させた。船舶用とし
て搭載可能なシステムを構築し、辺戸岬集中
観測での稼働に成功した。また「みらい」航
海に搭載し、北太平洋から南太平洋の航海で
のリアルタイム計測を行い、多量のデータを
解析し、各海域の特徴の把握に取組んでいる。 
 辺戸岬での観測から、有機成分分析より、
大気塊がアジア大陸から輸送された時に、ジ
カルボン酸類が高濃度で検出された。また、
有機炭素/黒色炭素比は平均で 3.9と平時より
も高く、大陸起源の汚染性有機エアロゾルと
その前駆体が輸送過程で光化学的変質を受
けていることを示した。白鳳丸航海では、有
機成分とその安定同位体比を分析し、陸もし
くは海洋起源に分け、その寄与を評価した。 
 成果は、国内では地球化学会や海洋学会な
ど、国外ではSOLAS International Open Science
などで発表した。 
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３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 測定装置の改良や野外観測、データ解析も
予定通り進んでいる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 淡青丸による沿岸域での生物生産の高い
海域での生物起源気体の放出フラックスの
直接測定と粒子化の過程を計測する淡青丸
航海を行う。また、「みらい」(MR09-1)航海
で、南太平洋から北太平洋の西部海域の南北
観測を行い、南北半球の海洋大気組成の違い
を明確にする。本班では、新たに大気モデル
の分担者(鵜野)を加え、統合モデルの強化を
目指す。平成 20 年度に行った辺戸岬集中観
測、白鳳丸・淡青丸航海の化学分析やデータ
解析を進め、大気化学輸送モデルのバリデー
ションや高度化に寄与する。 
 船舶観測、沿岸大気集中観測や長期観測に
よって計測されたデータを解析し、成果報告
を国内外の学会等で発表し、論文を投稿する。
データ同化版化学物質輸送モデルを用いた
西部北太平洋での物質輸送過程の再評価を
統合的に行い、総括的な論文を纏める。国内
外で公開するデータセットを整備する。 
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